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おジャマしました！

　市内でもいち早く、ふれあい会食会を再開した高津第二地区社協。
以前は、趣向を凝らした出し物や季節感あふれる献立などにぎやかな
会食会を行っていましたが、現在は縮小しての実施です。それでも「と
にかく外出のきっかけになれば」と運営スタッフは口を揃えます。参加
した高齢者も「みんなと顔を合わせられて良かった」と笑顔で帰ってい
きました。

　社協では、学校と福祉施設によるZoomなどを使ったオンライン交流
を支援しています。職員による施設の紹介動画制作やWebじゃんけん大
会など、交流活動が楽しく意義ある体験となるよう、さまざまな工夫を
凝らしています。

　この日は宿河原小学校4年生と地域活動支援
センター「いっぽ舎」のオンライン交流会。子ど
も達が障害を持つお二人に質問するという内容
です。
　日ごろの生活から趣味のことまで色々なお話
を聞いた子ども達からは「障害があるってもっと
大変なことだと思ってた」「ボッチャを一緒にやっ
てみたい」など、新たな発見やこれからの交流を
楽しみにする様子が感じられました。

◀地域活動支援センター「いっぽ舎」利
用者の桜井さん（右）と桑原さん。

　普段は車椅子で生活されているお二
人が、笑いを交えながら子ども達の
疑問に答えます。

◀

市立川崎高校福
祉科の高齢者施
設実習も今年は
Zoomでの実施。

◀ボッチャ大会で目下3連覇中の桜井さん。画面越しに優勝トロフィーを見
た子ども達はボッチャに興味深々でした。

　感染症の影響による生活困窮世帯への食糧支援や、福祉施設へマスクを配布する取組みを実施。
　市内の法人、施設、団体、個人の皆様から未使用マスク 40,209枚、食糧 約4,000品をご寄付
いただき、多くの方々の元へお届けしています。（令和2年11月30日時点）

　新型コロナウイルス感染症 の流行から約1年が経ちます。　
いまだ先行きが見えず、直接 顔を合わせての地域活動が
難しい中、わたしたち川崎 市社会福祉協議会は様々
な感染拡大防止策を 取りながら、地域福祉

の推進に取り組 んでいます。

つながりを
なくさない

特 集

地域で話そ♪オンライン交流

　市内の地区社協では、こんな時だからこそ、地域における繋がりやふれあいを絶やさない
よう「“今”できること」を考え、創意工夫しながら地域活動に取り組んでいます。
　外出機会が減ってしまった一人暮らしの高齢者宅へ、季節のお手紙を届けながらご様子
伺いに訪問した地区もあります。気持ちが沈んだり、身体機能の低下が懸念される中、自宅
での生活を楽しめるようにと持参した塗り絵やクイズも大変喜ばれました。

つながりを大切に ～地区社協の取組～

オンライン交流に関するお問合せはこちら
ボランティア活動振興センター　TEL：739-8718

コロナ終息後は、子ども達と
一緒に何か体験するような
交流事業に参加できると
いいなと思っています。

オンラインでの交流は
初めてで緊張しましたが、
思ったよりもスムーズに

やり取りできてホッとしています。
良い経験ができました。

　地域における介護や福祉のレベルアップを目的に、福祉従事者に向けた研
修や市民向け講座を多数開催しています。
　現在では対面とオンライン、参加者自身が受講方法を選べる研修を多く取
り入れ、皆さんの学びの場を変わらず提供。教室では、消毒やパーテーションの
設置など感染対策を徹底し、受講生の方が安心して学べるよう努めています。

安心して学びが続くように

# Share Smile かわさき

　感染症の影響による休業や失業等で、生活資金にお困りの方々に向けた生活
福祉資金緊急小口資金等の特例貸付が令和2年3月25日より実施されました。
　相談・申請窓口である全国の市区町村社協には初日から多くの相談者が訪れ、
川崎市内においても約4万件の相談が寄せられて
います。
　市内各区社協では、臨時の相談場所を設ける
など感染対策を徹底しながら、資金貸付だけでな

く生活全般についての相談支援を行って
います。
※特例貸付の詳細については本会HPをご覧下さい。

緊急小口資金等 特例貸付

ソーシャルディスタンス
に配慮！

おジャマしました！

Twitterはこちら
（@ShareSmile-kwsk）

▲検温や2部制による密にならない工夫など、十分な配慮をした上で実施しています。

ご協力ありがとう
ございます♡

Twitterで
発信中!!

◀

市内小学校では初めてのオンライン福祉教育
を実施した大師小。
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川崎市社会福祉協議会 「第5期地域福祉活動推進計画（案）」への
ご意見をお寄せください

広 告

　令和2年10月27日（火）、川崎市役所第3庁舎講堂にて、永年にわたり市内で地域活動に貢献
された方々への表彰を行いました。
　表彰式は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、各功労の代表者および一部関係者の
みの出席となりました。受賞された皆様、おめでとうございます。

　「地域福祉活動推進計画」は、本会が川崎市の地域包括ケアシステム構築の担い手として、更なる地域推進に努めるための
活動・行動計画として策定しているものです。 
　このたび、令和2年度をもって「第4期地域福祉活動推進計画」の期間が終了となるため、令和３～5年度までの3年間を計
画期間とする「第5期地域福祉活動推進計画」を策定いたします。 
　川崎市・各区の地域福祉計画と連携を図りながら、本会部会や団体へのヒアリングなどを通して、素案を作成いたしまし
た。本計画をよりよい内容にするために、この素案をもとに市民の皆様から広くご意見・ご提案を募集いたします。

川崎市社会福祉協議会
会長感謝 5名、8団体

川崎市社会福祉協議会
会長表彰 45名、10団体

川崎市長表彰 96名、5団体

▲福田紀彦市長による挨拶 ▲代表者へ賞状を授与

おめでとうございます！
社会福祉功労者表彰・川崎市社協表彰

※提出いただいたご意見に記載さ
れた個人情報は、本計画策定に関
する業務以外の目的には使用い
たしません。なお、頂いたご意見
等へ個別の回答はいたしません
のでご了承ください。 

提出方法 ●F A X　044-739-8737「地域推進課」宛 
●E-mail　chiikisuishinka@csw-kawasaki.or.jp 
●郵　送　中原区上小田中6-22-5川崎市総合福祉センター 
　　　　　川崎市社会福祉協議会　地域推進課宛

対　　　象 ●川崎市内在住または在勤の方 
●川崎市内で活動する個人、法人、各種団体 

募集締切 令和3年1月29日（金）※消印有効 

計画（素案）の閲覧方法 ●本会ホームページ 
　http://www.csw-kawasaki.or.jp/ 
●本会窓口、または各区社会福祉協議会窓口にて閲覧 

意見募集






